
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行２０２０年８月２６日 NO１２ 

１．今後の要員需給を明らかにするとともに、短日数勤務希望者全員への制度の適用を前提とした要員を確保

すること。 

組合：短日数勤務を導入した趣旨は何か。また、今後適用可能人数を増やす考えはあるのか。 

会社：現場の要望を踏まえて設定した。予備余裕の中で短日数を入れても可能な数ということで現在の適用者

となっている。今後増やしていく考えはない。 

組合：予備余裕の中で１人分の人工を生み出している。その生み出された予備余裕の部分の運用を検討してい

ただけないか。たとえば、人により必要な時期があるのであれば月ごとに適用者を変えるとか。現場の

意見を踏まえ運用を勉強してほしい。 

会社：現在がすべて良いということではない。2年目以降どうするかは課題。現場の意見を踏まえ判断する。 

２．夜日勤４連続勤務の解消に向け、夜日勤の作業ダイヤに従事可能な社員を養成すること。 

組合：本社として４連続勤務を認めているのか。 

会社：４連続勤務がすべてダメということではなくて、1人に偏るのはよくない。８・９月も検証していく。 

組合：夜日勤可能者の養成はしているのか。 

会社：新入社員が入れるように教育しているところだ。入れるようになれば若干はよくなるのではないか。 

組合：勤務操配の問題もある。事実、本社から指導されたら 4連続勤務は９月は解消傾向にある。 

会社：本社から言われたから変えるというのはよくない傾向だ。そうはいってもという部分ではないか。 

３．年間における休日数（特休・公休日）を 114日とすること。 

組合：以前に「ほかのグループ会社と足並みをそろえたい」と言われた。どのタイミングか。 

会社：以前はそう述べたが、コロナにより状況が変わり厳しくなるのではないかと思う。要員数は膨大になる。 

組合：情勢が変われば検討するのか。苦労していることを汲んでいただきたい。 

会社：情勢が変われば検討の遡上には上がってくる。苦労していただいていることは承知している。 

４．高崎車両センター高崎支所１階に移転となる西部運転詰所のレイアウトについて、関係社員へ提示すると

ともに意見を尊重すること。 

組合：レイアウトが固まったら提示すると言うが検討の余地はあるのか。現場では、執務机、作業ダイヤ、待

機詰所の広さ、駐車場の位置・・・など様々意見が出ている。 

会社：前段で考え方は説明する。また、意見を聞く場は保証する。 

組合：示すのはいつか。 

会社：9月になる予定だ。 

５．終電時刻以降に退勤の夜日勤勤務者について、希望者に寝室を手配すること。 

組合：籠原では２時に終了しその後群馬まで帰る方もいる。手配できないか。以前「勉強する」と言っていた。 

会社：検討したが、JR も予備部屋を贅沢に持っているわけではない。また、勤務時間中の休憩として使うわけ

ではない。部屋数が増えるなどタイミングがあれば検討していきたい。 

６．高崎駅事業所の寝室における環境改善を図ること。①起床装置を整備すること。②シーツを毎日交換とす

ること。 

会社：起床装置は起きる時間が一緒ということもあるので整備していない。お互いにアラームの音を気を遣っ

ているということであれば現場での意見は聞いていこうと思う。 

会社：リネンはリネン会社に依頼をしているが手が回っていないようだ。１０月をめどに毎日交換を始めたい

ということで依頼をかけているが、リネン会社の都合で確約はできない。 


